
 

 

 

 

地域包括ケア病棟広報誌Ｄｅｓｉｇｎ号外９号です。表面は大島洋一脳神経内科部長からのご挨

拶、裏面は研修会に参加した報告です。（地域医療連携室 室長 南出 弦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～地域包括ケア病棟から地域をデザインする～ 

発行元：地域包括ケア病棟“彩り”・リハビリ科・地域医療連携室 

Design 

当病棟の存在感が増していることに喜びを感じて 

～お礼とお願い～ 

昨年８月に地域包括ケア病棟の入院担当に従事するようになって約半年が経過し 

ました。予想以上に多くの問い合わせを頂き、当病棟の存在感が増していることに

喜びを感じています。ただ一方で、入院して初めて患者さんと顔を合わせることが

多くなり、通常入院とは異なる対応の難しさを感じています。レスパイト入院 

して頂いた方で、帰宅願望が高じて予定より早く退院したケース、退院まで至らなくとも薬物治

療に頼らざるをえなかったケースがあり、普段のご本人を知らないために、どのように対応すれ

ば事前に防ぐことができたのか考えさせられます。特に認知症のある高齢者は入院を契機に精神

状態が不安定（せん妄）となり思わぬ事故に繋がることがあります。そのため些細なことでも結

構ですので、認知症の症状で気づいたこと、すでに対応されていることがありましたらお知らせ

ください。またご家族にも事前にせん妄の可能性を伝えていただけると助かります。皆様からの

情報が大変参考になりますのでよろしくお願いします。（脳神経内科部長 大島 洋一） 

 

『老健やましろ・地域包括ケア病棟“彩り”を学ぶ会』のお知らせ 

～ All Together Now ～ 

日時：平成３１年４月１５日（月）午後２時００分～午後３時３０分 

会場：当院９階会議室（一部）・老健やましろ１階会議室（二部） 

対象：地域の専門職の皆様、当院職員、老健やましろ職員 

内容：第一部（午後２時００分～午後２時４５分） 

① 老健やましろってこんなところ」 

桑原 満由美（老健やましろ 看護師） 

②「地域包括ケア病棟“彩り”から老健やましろを経由して在宅へ」 

            中嶋 庸介（地域医療連携室 ソーシャルワーカー） 

   第二部（午後３時００分～午後３時３０分） 

「老健やましろ見学会・意見交換会 ～ご意見をお聞かせ下さい～」 

＊ 

“きづがわねっと”を通じて、申し込みを案内させて頂いていますが、直接、地域医療連携室 

（０７７４－７３－１８１８ 担当：中野・中嶋）までご連絡頂いても結構です。 

新年度より新たにこの地域で

活動を始められた方々、是非

ご参加下さい。もちろん、こ

の地域で以前より活動されて

いる方々もご参加下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会に参加して 

～取り残されないように～ 

３月１０日（日）、いずみホールで開催された相楽医師会主催「終活

の前にすることわすれていませんか？」に参加させて頂きました。雨の

中、多くの地域住民の方々が来られていました。 

第１部は、山口泰司相楽医師会会長によるＡＣＰ（アドバンスケアプ 

ランニング）についての解説があり、意思決定支援の変遷を交え、ＡＣＰについて大変わかりや

すく教えて頂きました。第２部は、飯田泰啓先生（飯田医院）主演、多職種による寸劇「生き

る」があり、皆さんの迫真の演技を堪能させて頂きました。特に、アドリブを交えた飯田先生の

演技力は圧巻でした。第３部は、「地域の看取りは、いま」と題した座談会があり、竹澤健先生

（竹澤内科小児科医院）を座長に、飯田泰子先生（飯田医院）、松森 

篤史先生（松森内科医院）、橋本雅善先生（橋本医院）が登壇され、 

実例を交えた大変興味深いお話を聴かせて頂きました。 

昨年、厚生労働省はＡＣＰの愛称を「人生会議」に決めました。 

また、様々なところで専門職を対象としたＡＣＰをテーマとした研修会が開催されています。今回

の研修会では、先生方の説明に対して、地域住民の方々が時折大きく頷かれているのがとても印象    

的で、ＡＣＰについての理解が深まっていることを実感しました。地域

の専門職の方々や地域住民の方々に取り残されないよう常にアンテナを

張っていかなければと気持ちを新たにしました。 

（地域医療連携室 室長 南出 弦） 

 

ゴールデンウィークの期間中、 

地域包括ケア病棟“彩り”で受け入れします。 

ゴールデンウィーク期間中、一時的に在宅医療の継続が困難となる場合など、ご利用下さい。 

院内調整の兼ね合いもあるため、４月１９日（金）頃までにご連絡いただきましたら幸いです。 

＊ 

０７７４－７３－１８１８（担当：中野・中嶋） 

「山城ケア病棟」と検索下さい。 

地域包括ケア病棟広報誌“Ｄｅｓｉｇｎ”のバックナンバーがご覧頂けます。もちろん、スマ

ホでもご覧頂けますので、お気軽にアクセスして下さい。 

山城ケア病棟 


